チュウセイ ニオケル イスラム テンモンガク ノ アラビアゴ オヨビ ラテンゴ ブンケン ノ ケンキュウ ヘイセイ 15ネンド キョウドウ ケンキュウ プロジェクト ケンキュウ セイカ ホウコク by 山本 啓二
中世におけるイスラム天文学のアラビア語および
．
もともとジャズイーラ地方
ラテン語文献の
ハムダーン朝と天文学者カ
（メソポタミア北部）に定住し
研究
山 本
ビースィー
ていた、アラブのタグリブ族
啓 二
に起源をも
つ
ド
ッ
ィ
方
め
ハムダーン家は、アブド・ア
のアッバース朝第 代カリフ
ラーフの息子、ナスィール・
ーラに樹立した。この政権は
、アブド・アッラーフの弟、
ていた。こちらの政権は、
ッラーフ（位 年）の
、ムクタフィー（位
アッダウラは、大アミールと
、フワイフ朝その他の勢力に
サイフ・アッダウラ（位
年にファーティマ朝に征服
時にモースルの総督となった
年）の時代である。その後、
してモースルを中心とした政
征服されて滅びる 年まで
年）はアレッポを中心に
されるまで続いた。モースル
。バグダー
アブド・ア
権をジャズ
続いた。一
シリアを治
とアレッポ
の
き
は
没
中
明
両方で実権を握っていた時期
イスラームの数ある王朝の中
な関心が寄せられることはな
別である。詩人のムタナッビ
）、また哲学者ファーラービ
に、天文学者のカビースィー
）もいたのである。
のハムダーン家は、総称して
で、支配地域も限られ、全盛
い。しかし、文人や学者を保
ー（ 年没
ー（ 年没）とい
（
ハムダーン朝（ 年）
期が短かったこの王朝には、
護したことで有名なサイフ・
）やイスバハーニー（
った著名人が、彼の宮廷で活
と呼ばれる。
それほど大
アッダウラ
年
躍し、その
生没年不
１
２
カビースィーに帰される著作
）「ファルガーニーの『諸章
文学を概説した著作（ 章）
）「惑星の距離と大きさにつ
．カビースィーの著
・論文には、現在以下のもの
の書』注解」 ９世紀の天文学
を注解した著作。
いて」 プトレマイオスの『ア
作
が知られている。
者ファルガーニーがプトレマ
ルマゲスト』第５巻で扱われ
イオスの天
ている、特
３
４
に太陽と月の距離と大きさに
）「占星術入門」 世紀にラ
響を及ぼした占星術書。
）「占星術師資格諮問」 占星
関する論文。
テン語訳され、その後、大学
術師としての資格を問う、
で教科書として使われ、西欧
問からなる問題と回答。
に多大な影
５）「惑星の合に
星術で使われる
中世におけるイスラム天文学
ついて」 黄道 宮で惑星同士
。
のアラビア語およびラテン語文献
が会合する現象を扱った論文
の研究
。このテーマは、主に占
６）「数の種類に
７）「大地の距離
８）「天文表の欠
９）「占星術の有
占星術批判に答
）「ナムーダー
る方法を扱った
ついて」
について」
点について」
効性の立証」 ９世紀の天文器
えた論文。
ルの書」 占星術で使う出生時
書。
具製作者であった、アリー・
のアセンダント（東の地平線
イブン・イーサーによる
上にある黄道宮）を求め
）「『アルマゲス
これらのうち、
存していないもの
学論文であり、こ
研究が公刊されて
ト』に関する疑念」
７）から ）までの５篇は、
である。また、５）だけはラ
れについてはすでに研究され
いる２）。本研究の目的は、残
他の論文にタイトルのみが言
テン語訳のみで存在する論文
ている１）。また、３）につい
る１）、２）、４）の校訂版と
及されているだけで、現
である。５）は純粋に数
ては、すでにわれわれの
その英語訳をつくること
である。
「ファルガーニ
ついては、以下の
．写
ーの『諸章の書』注解」（
写本ひとつしか確認されてい
本について
ない。
）に
「惑星の距離と
る。
「占星術師資格
大きさについて」（
諮問」（
）は、２種類の写本が確認されてい
）
も、２種類の写本が確認されている。
よ中世における
以上のすべての写本のコピー
る『諸章の書』（原題は「天
イスラム天文学のアラビア語お
を使って校訂版を作成するこ
文学の諸原理」、
よびラテン語文献の研究
とになる。その他に、ファル
）そのものも、未だに
ガーニーに
校訂版がな
い
収
状態なので、その写本も収集
集済みの写本は以下の８種類
し、最終的に校訂することを
である。
考えている。現在、マイクロフィルムで
．
以下に「占星術師資格諮問」
「占星術師資格諮問」の英
の英語訳を載せる。序文の後
語訳（部分）
に続く、第１問から第 問までの部分訳
で
テ
ある。なお、訳文中の、〈
キストへの補足を意味してい
［１］
（
は訳文における補足、（ ）
る。
）
は訳者による説明、そして［ ］は原文
〈
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
）
〈
（
［２］
（ ）
〈
［３］
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
〈
［４］
〈
（ ）
（ ）
（ ）
〈
［５］ 〈
〈
〈
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
〈
［６］
…
［７］
〈
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
（ ）
（ ）
［８］
〈
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
〈
〈
〈
〈
〈
［９］
（ ）
（ ）
〈
［ ］
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
（ ） （＝ （ ））
〈
〈
（
［ ］
）
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
［ ］
（ ）
〈
〈
中世における
［ ］
イスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
（ ）
〈
〈
〈
〈
〈
［ ］
〈
〈
［
〈
］
〈
〈
〈
〈
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献
〈
の研究
…
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈 〈
（ ）
…
〈
〈
〈
［ ］
（
） （ ） 〈
中世におけるイスラム天文学のアラビア語およびラテン語文献の研究
注
１） （ ）
２）
参考文献
（ ）
